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呼吸 器 感 染 症8例 にBMY-28100を 使 用 した。 対 象 は27歳 か ら49歳 まで(平 均41.5歳)の 男 性3例,

女性5例 で,原 則 と して500mg1日3回 の 内服 治療 を行 い,期 間 は6～14日,総 使 用 量 は7.0～21.09

で あ った 。

臨床 効 果 は 有効1,や や 有 効3,判 定 不 能4例 で あ った 。副 作 用 と して1例 で軽 度 の嘔 気 の 出 現 を

み たが,検 査成 績 上 本 剤 に よる と思 わ れ る異 常 変 動 は 認 め な か っ た。
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BMY-28100は プ リス トル ・マ イ ヤ ー ズ研 究 所 株 式 会

社 で開発 され た非 エ ス テ ル型 の 新経 口用 セ フ ェ ム剤 で,

グラム陽性,陰 性 を問 わず,広 範 囲 の抗 菌 スペ ク トル を

有 し,特 にstaphylocoms aureus, streptococcus pyogenes,

streptococcus pmumoniaeな どの グ ラ ム 陽 性 菌 に 強 力 な 抗

菌 活性 を示 す12)。 本 剤 を健 常 成 人 が 内服 した 際 の 吸 収

は良好で,比 較 的 高 い血 中 濃 度 が得 られ,各 組 織 へ の 移

行 も良好 で あ る 鋤 こ と か ら,各 科 領 域 の 感 染 症 に対 す

る有 用性 が期 待 され る。

今 回,わ れ わ れ は,8例 の 呼吸 器 感 染 症 に本 剤 を使 用

す る機 会 を得 た ので 報 告 す る 。

1.対 象 と 方 法

1。 対 象

昭和62年7月 か ら11月 まで の5ヵ 月 間 に 信 楽 園 病 院

にお いて外 来 あ るい は 入 院 で と り扱 った8例,男 性3例,

女性5例,27歳 か ら49歳 ま で(平 均41.5歳)の 呼 吸 器 感

染症8例 に対 して本 剤 に よ る治 療 を行 った 。

疾患 の内 訳 は,肺 炎,肺 化 膿 症 各1例,慢 性 気管 支 炎,

び慢 性汎 細気 管 支 炎 の急 性 増 悪 そ れ ぞ れ2例 ,気 管 支 拡

張 症1例,肺 気 腫 二 次感 染1例 で あ る。

起 因菌 は4例 で 判 明 し,肺 化 膿 症 例 か らPeptostrepto-

mcusとVeillonella,肺 気 腫 例 よ りS . aureusが 分 離 され,

Pseudmoms aemginosaが び慢 性 汎 細 気 管 支 炎 例2例 か

ら検 出 され た。

2.使 用 法,使 用 量

原 則 と して500mg1日3回 の 内 服 と した が,2例 で

500mg1日2回,1例 で250mg1日3回 使 用 した。 期 間

は 症 例2,5の6日 が 最短,症 例1,4の14日 が 最 長 で,総

使 用 量 は 症例6の7.0gが 最 少,症 例1の21.Ogが 最 多 で

あ った 。

3。 効 果 判 定基 準,副 作 用 の 検 討

臨 床 効 果 の 判 定 は 臨床 症 状,検 査 成 績,胸 部 レ ン トゲ

ン所 見 の 改 善 度,起 因菌 の消 長 な ど を も とに 総 合 的 に行

い,著 効(excellent),有 効(good),や や 有 効(fair),無

効(poor),判 定 不 能(undetermined)の 五 段 階 評 価 と した。

副 作 用 に つ い て は使 用 期 間 中の 発 熱,発 疹,悪 心,嘔 吐,

下 痢,下 血,め まい,け い れ ん,意 識 障 害 な ど の発 現 に

留 意 し,本 剤 使 用 前 後 に お け る 腎 機 能(血 清 尿 素 窒 素:

BUN,ク レ ア チ ニ ン:Cr),肝 機 能(血 清 トラ ンス ア ミ

ナ ーゼ:GOT・GPT,ア ル カ リフ ォス フ ァ ター ゼ:Al-P,

総 ビ リル ビ ン:TBiD,骨 髄 機 能(末 梢 血 ヘ マ トク リ ッ

ト:Ht,血 小 板 数:Platelets,白 血球 数:WBC,好 中 球

百 分比:Neutro),末 梢 血 好 酸 球 百 分 比:Eosino,直 接

ク ー ム ス試 験:Coombsの 変 動 につ い て検 討 した 。 プ ロ

トロ ン ビ ン活 性 度:P. T. act.も 可 能 な限 り測 定 した 。

豆.成 績

1.臨 床 効 果(Table1)

有効1例,や や 有 効3例,判 定 不 能4例 の 結 果 で あ っ

た。

症 例1は 慢 性 肝 炎 の経 過観 察 中 に肺 炎 の 発 症 をみ た も

の で,胸 部X線 上 右 上,下 肺 野 に浸 潤 影 を認 め た た め,

本 剤 を使 用 した もの で あ る。1500mgを14日 間 使 用 し,
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治療6日 目よ り平熱化,CRPも4(+)か ら陰性化,胸 部

X線 所見の改善 もみ有効 であった。症例2の 肺化膿症例

は,基 礎 に慢性肝炎,陳 旧性肺結核症 を有 し,時 々気道

感染 の合併 をみ る症例で,発 熱,咳 噺,膿 性痰が持続 し,

家人か ら口臭 を指摘 され当院外 来を受診 したもので,胸

部X線 上空洞形成 をみた。 本剤1500mgの 内服 を開始 し,

解熱傾 向,X線 所見の改善傾 向 を認 めたが,治 療6日 目

に腸閉塞(胃切除後の癒着に起因する)を きた し内服が不

可能 とな った.Ceftizoximeに 変更 し順調 に病状の好転 を

得た。症状 の改善傾向がみ られた時点で治療 を中断せ ざ

るを得なかったためやや有効 としたが,有 効 とす るのが

妥当か とも思われた。

症例3は 基礎 に糖尿病 を有する慢性気管支炎例で,治

療前CRPが(±)で あったが,咳 噺,喀 痰の増悪 をみたた

め本剤 を使用 したもので,諸 症状 の軽度改善 を得,や や

有効 とした。症例4は 治療前CRPが(-)で,感 染の存在

が不 明確で あったため判定 を除外 した。

症例5の び慢性汎細気管支炎例 は,ネ フローゼ症候 群

に対 しステロイ ドを継続 して使用中に急性増悪 をきた し

た もので,本 剤1500mgを6日 間使用 したが,効 果はみ

られなか った。治療開始後,起 因菌がP.aeruginosaと 判

明 したため,本 剤の適応でなか った と考 えられ判定不能

とした。症例6も サ ルコイ ドー シスに対 してステ ロイ ド

が継続投 与 されて いるび慢性 汎細気管 支炎例 で,本 剤

1000mg7日 間使用 し無効 であったが,症 例5と 同様 喀

痰 よりP.aeruginosaが 検 出され判定不能 とした。

症例7は 気管支拡張症 の診断の もとに本剤 を使用 した

が,の ちに肺結核 症 と判 明 したため判定不能 とした。

症例8は 基礎に慢性 関節 リウマチ を有す る高度の肺 気

腫例で,時 々高度の呼吸 ・心不全状態 に至 りレス ピレー

ターによる呼吸管理 を要する。 レスピレーターか ら離脱

5日 後か ら発熱,膿 性痰 の出現 をみ本剤 を使用 したが,

CRPは3(+)か ら一時陰性化 した ものの再度2(+)に 増

悪,臨 床症状 も若干改善 したにとどまったためやや有効

と した。

起因菌判明4例 の細 菌学的効果 は減少1,不 変3例 で,

S.aureus1株,P.aeruginosa2株 は不 変で,Veiilonella,

Peptostreptococcusが分離 された肺化膿症例 ではVeillonella

のみ消失 をみ,減 少(一 部消失)と した。

2.副 作用(Table1,2)

臨床的 には症例4で 治療開始2日 目よ り軽度の嘔気が

みられたが,特 に処置 をせ ず治療継続が可能で3日 後に

は改 善をみてい る。検査成績上 は本剤によると思われる

異常 変動 は認め なか った。

症例1のGOTの 上昇 は基礎疾患(慢 性 肝炎)によるも

のであ り,症 例5と8のA1-Pは 治療前か ら高値で,又 ,

症例6で 好酸球増 多 をみ ているが,常 時10%前 後の値

を示 してお り,本 剤 との関連はないと考えられる。

III.考 按

呼吸器感染症8例 に使用 した結果 は有効1例,や や有

効3例,判 定不能4例 であ った。

有効例 が1例 のみであ ったが,1例 を除き基礎疾患を

有 していたこ と,慢 性気道感染症が6例 を占めたこと,

かつ起因菌がP.aeruginosaで 本剤の適応でなかった症例

が2例 あ ったこ となどか ら納得の行 く結果であった。

副作用 として嘔気が1例 にみ られたが,重 篤なものは

認めず,新 薬 シ ンポジウムの報告5)も併せ安全性の高い

薬剤 と言え よう。

本剤は食事の影響 をほとんど受けず,腸 管からの吸収

が良好で,比 較的高い血 中濃度の維持が可能で,良 好な

扁桃,喀 痰中移行に加 え,安 全性 も高いことから,そ の

抗菌 スペ ク トル も考慮 すると,上 気道,下 気道の急性感

染症 に対 して有用性 が高 いと思われる。慢性気道感染症

に対 しては,起 因菌に よっては効果が期待出来ることも

あろうが,原 則的には他 の薬剤 を選択す るべ きである。
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We used a new oral cephem antibiotic, BMY-28100, to treat 8 patients with respiratory tract infections, and to evaluate its

efficacy and safety. The patients consisted of 3 males and 5 females, aged 27-49 years, the mean age being 41.5 years.

In principle, BMY-28100 was given at 500mg t.i.d. Therapy lasted from 6-14 days and the total dose was 7.0-21.0g.

The therapeutic effect was good in 1 patient, fair in 3, and undetermined in 4. Slight nausea occured in one case as a side

effect but no abnormal findings were disclosed by laboratory examination.


